
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ケア帽子有志の会」地元紙に掲載 
 

 「ケア帽子有志の会は、がん患者さん・家族・支援者
のつどい こころの駅舎に参加する乳がん患者さんの発
案で発足しました。発案者は、抗がん剤治療中に医療機
関でプレゼントされたケア帽子が有難くて、そのことが
忘れられなかったそうです。「いつか自分も同じ病気の
患者さんに帽子をプレゼントできるまで回復できたな
ら・・・」そのことが、病気と向き合う力になりました。
このがん患者さんの思いに賛同した乳がん患者さんを
中心に、有志の会は始まりました。「読売愛と光の事業
団」の助成金が採択され、今年の春から活動が本格化し
ています。現在東広島医療センターを中心に、広島大学
病院など広島県内のがん診療連携拠点病院に帽子を送
り、必要ながん患者さんに役立てていただいています。 

街路樹が一気に色づきはじめました。猛暑

の夏が過ぎ、涼やかな秋の訪れを感じます。 

 今月は、軌道にのってきた「ケア帽子有志の

会」の活動と、毎年医療機関等にお届けして

いる「資源マップ」についてご報告します。 
 

地域連携室“あざれあ”便り 第 91号 

「東広島市在宅医療・介護・障害福祉資源マップ」令和５年度版 

 

「東広島市在宅医療・介護・障害福祉資源マップ」は、毎年１２

月に更新しています。冊子は 2200 冊作成し、医療機関の連携

室をはじめ、介護・障害福祉関係事業所などに配布し、医療介護

障害福祉連携のための相談支援に活用してもらっています。 

前半が「在宅医療・介護連携資源リスト」（医科・歯科・調剤薬

局・訪問看護事業所情報）、後半が「医療的ケアが必要な方のた

めの資源リスト」（障害福祉サービス事業所情報）の 

二部構成となっています。余白部分を活用した 

「ひとくちメモ」や、併設施設の一覧表表記など、 

相談場面での活用を意識した独自の工夫を 

しています。（問い合わせ先；地域連携室あざれあ） 
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